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小学校算数 第６学年

児童用解答
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次の計算をしましょう。
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次の計算をしましょう。
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分数でわる計算は、わる数

を逆数にしてかけます。
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計算のと中で約分できると
きは約分します。
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ほっかいどうチャレンジテスト

夏休み版①

※次のページにも、問題があります。
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次の問題に答えましょう。

（１）逆数を書きましょう。

① ５ ７ １２ ② ４ ９ ２１
７ ５ ５ ９ ４ ４

③ １ ４＝４ ④ ７＝ ７ １
４ １ １ ７

（２）計算の答えが大きい順になるよう にア～ウを書きましょう。

① ア １２０×１
１

イ １２０×１ ウ １２０×
２

３ ３

② ア １２０÷１１ イ １２０÷１ ウ １２０÷ ２
３ ３
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２

ア＞イ＞ウ

ウ＞イ＞ア

真分数や仮分数の逆数は、分子と分母を入れ
かえた分数になります。

乗法では、かける数が１より大きいときに積がかけられる数より大きくなります。
除法では、わる数が１より小さいときに商がわられる数より大きくなります。
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